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私について：建築家として情報技術とともに歩む
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建築情報分野の確立から建築情報学会の設立へ
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デジタル・マテリアリティ
デジタル・プリディクタビリティ
デジタル・レジティマシー
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建築分野の情報化に伴う中長期的な論点

1. 建物とデータの一体的な価値としての建築
既存建物を含むBIM化 生産・運用・維持・再利用の共通基盤

2. 建築のライフサイクル過程の多様化と民主化
製造者責任と利用者責任の範囲 ユーザー参加や再利用の支援

3. 建築・建設への人工知能の利用に伴う社会的対応
無人化と十分な確実性担保 プライバシーとの両立

4. 建築士の職能の再定義と資格制度の見直し
法的適合性検討中心から長期的総合的視点での助言中心へ
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１. 建物とデータの一体的な価値としての建築

計画・生産・運用・維持・再利用におけるデータの共通化と長期的な共有管理

国土交通省 BIM推進会議資料より
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建物とデータの一体的な価値における課題

•データ化への経済的インセンティブと業務分担
• BIMデータ作成は追加的設計業務 データ価値の社会的理解

•既存建築物のBIMデータ化
• 集団的検討に有効 Scan to BIM技術の進化、費用負担の制度化

•データの信頼性・完全性・真正性と責任範囲
• 完全なデータはありえない 過度な標準化が普及を阻害

• データ瑕疵の免責規定がないと提供困難 不正の防止も考慮

•データの公益性と公開範囲
• 公益性の観点からのデータ共有の範囲の設定
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2. 建築のライフサイクル過程の多様化と民主化

製造者責任原則の限界とデジタル技術によるユーザー参加や建
材再利用拡大の支援

木材循環使用のデジタル技術による支援

設計 利用建設

部品の劣化と利用の変化への適応

ユーザー参加の拡大と継続的な建築改変

部品や設
備のIoT化

設計や改修へ
の専門的支援

施工の自動
化や簡易化

7



Feasibility

精度、安定性、安全、耐久性、、、、

Digital Architecture

工業化建築生産技術 情報化建築生産技術
Industrial Architecture

実現可能性
≒

建築生産性(コスト）

Mass ProductionMachine Construction

大量生産効果機械動力支援

Rectangular Form

均質性の幾何学
直方体を基準にした形態

Digital FabricationDigital Construction

多品種生産効果情報量作業支援

Organic Form

適応性のある幾何学
有機的な形態

Novel Value
建築の新たな価値

Digital design

Adaptive System

適応的システム

デジタルデータ設計情報

Standardized System

規格化システム

Orthogonal design

直交軸投影設計情報

デジタルイノベーションによる適応的システムへ
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建築プロセスの多様化と民主化における課題

•安全性、環境性、都市性の担保と柔軟性
• 利用主体の流動性や社会的変化に耐える管理の継承のための基準

• シミュレーション性能による柔軟性のある評価

•利用者責任と建物データ登録更新義務
• 所有者の建築的行為への参加支援とデータ共有の社会的義務

•建築請負業務の受発注構造の改革
• スマートコントラクトによるコスト管理と設計・施工の連携

•部品、建材、空間などの再利用や再活用の支援
• マテリアルパスポートやライフサイクルデータの活用

9



3. 建築・建設への人工知能の利用に伴う社会的対応

省力化・無人化につながる人工知能利用の急速な拡大は必至
サイバー・フィジカル・システムとしての建築デザインへ

建設現場DX市場（5分野計）予測
出典：矢野経済研究所2024

AIで配筋検査するシステム
「CONSAIT(コンサイト)」

自動化設計ツール
「Space Maker」
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建築・建設への人工知能の利用に伴う課題

•無人化の合理性と確実性のバランス
• 自動運転と同様に倫理的基準が必要

•問題が起きた場合の社会的責任と補償的処置
• データ主義のリスクの理解と補償

•プライバシー情報の利用範囲の制限
• 監視社会の不平等の回避と

•判断のブラック・ボックス化による理念の消失
• 本来の理念や目的が失われないことの重要性
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4. 建築士の職能の再定義と資格制度の見直し

法的適合性検討中心から長期的総合的視点での助言中心へ

建築士会専門建築士制度 構造と規模による建築士種別

業務確保や収入保証のためではなく建築における
安全性、環境性、都市性などの正当性を担保することが目的

情報分野の視点がなく今後の建築の質の向上が可能か
知識暗記型資格は人工知能時代に必要か
専門性細分化ではなく総合的視点が必要ではないか建築士製図試験
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建築士の職能の再定義と資格制度に関する課題

•建築界の業態や業務分担構造の急速な変化への対応
• 社会が建築士に求める役割の継続的把握

•情報分野の体系的なスキルと建築の総合的視点の確立
• 情報技術分野の理解と建築の専門性細分化を超えた視点の議論

•建築情報分野の教育システムの整備
• 次世代の人材育成を踏まえた新しい教育体制の整備

•既存の建築士資格制度との整合性
• スムーズな移行による社会的混乱の回避
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まとめ：建築分野の情報化に伴う中長期的な論点

1. 建物とデータの一体的な価値としての建築
既存建物を含むBIM化 生産・運用・維持・再利用の共通基盤

2. 建築のライフサイクル過程の多様化と民主化
製造者責任と利用者責任の範囲 ユーザー参加や再利用の支援

3. 建築・建設への人工知能の利用に伴う社会的対応
無人化と十分な確実性担保 プライバシーとの両立

4. 建築士の職能の再定義と資格制度の見直し
法的適合性検討中心から長期的総合的視点での助言中心へ

14


	Slide 1: 建築分野の情報化に伴う論点
	Slide 2: 私について：建築家として情報技術とともに歩む
	Slide 3: 建築情報分野の確立から建築情報学会の設立へ
	Slide 4
	Slide 5: 建築分野の情報化に伴う中長期的な論点
	Slide 6: １. 建物とデータの一体的な価値としての建築
	Slide 7: 建物とデータの一体的な価値における課題
	Slide 8: 2. 建築のライフサイクル過程の多様化と民主化
	Slide 9: デジタルイノベーションによる適応的システムへ
	Slide 10: 建築プロセスの多様化と民主化における課題
	Slide 11: 3. 建築・建設への人工知能の利用に伴う社会的対応
	Slide 12: 建築・建設への人工知能の利用に伴う課題
	Slide 13: 4. 建築士の職能の再定義と資格制度の見直し
	Slide 14: 建築士の職能の再定義と資格制度に関する課題
	Slide 15: まとめ：建築分野の情報化に伴う中長期的な論点



